
＜中流右岸域用＞ 

 

地区会議の運営方法（中流右岸域案） 

 

１ 会議の趣旨 
地域協議会での議論を踏まえ、地域に密着したより具体的な検討が必要な

場合、利用者・利用団体、地元自治体等様々な意見をより反映できるよう、

地区毎に関係者による「地区会議」を設置することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 開催方針 

 
○地域の方々の各地区に関する具体的なご意見を丁寧にお聞きするため、 

実際に公園を歩いて意見交換を行う、ワークショップ形式で開催する。 

 

○地域協議会の地域住民代表、地元自治体の委員を中心としてメンバー、 

日程等を調整したうえで開催する。また、本会議の開催にあたっては、 

各地区内に広く周知し、関心の高い方の参加を公募する。 
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３ 実施期間 
 平成２２年１１月～平成２３年２月のうち１日（３時間程度を予定） 

 

４ 対象地区 
① 大塚地区（大阪府高槻市）         ※ 整備計画案の対象地区 

② 三島江地区・三島江野草地区（大阪府高槻市） 

③ 鳥飼上地区・鳥飼下地区 （大阪府摂津市） ※ 整備計画案の対象地区 

④ 鳥飼西地区・鳥飼野草地区・一津屋河畔地区・一津屋野草地区 

 

５ メンバー 
① 地域協議会の地域代表、地元自治体、利用者・利用団体の各委員 

② 地域協議会の委員による推薦（各地区に関わりの利用者・利用団体等） 

  

  ＜推薦団体のイメージ＞  

   ・青年会議所、商工会、観光協会 

   ・地域教育協議会（大阪府すこやかネット）、福祉委員会 

・ボランティア団体（大山崎ふるさとガイドの会等） 

・近隣で美化活動や青少年育成をしている団体（河川サポーター等） 

・自然保護活動、川の生物の研究をしている団体（河川レンジャー等） 

・スポーツ団体（少年野球連盟、グラウンドゴルフ団体 

 

※ 平成 21 年度地域協議会（上流域・中流右岸域）の発言より抽出 

 

③ 一般公募（事前周知して募集。希望者が多い場合は抽選により決定） 

   

※ ワークショップ形式で意見交換を円滑に行うため、人数は約 20 名を予定 

 

６ 進め方 
① 概要説明（会議の趣旨、公園整備計画案の概要等） 

② 公園歩き（各地区の長所や課題を現地で確認） 

③ 意見交換（ワークショップ形式で意見をとりまとめ） 
 
＜進め方のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
（写真は第１回桂川下流域ワークショップの様子）         

参加者で現地歩き グループで意見交換 意見とりまとめ発表


